
  

 

田
村
信
幸
議
員 

各
年
代
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
及
び
予
約
状

況
に
つ
い
て
。
ま
た
ク
ラ
ス
タ
ー
等
感
染
拡
大

に
備
え
た
本
町
の
施
策
に
つ
い
て 

Ｑ 

広
報
な
か
８
月
号
に
よ
れ
ば
、
60
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
・
予
約
は
８
割
を
超
え
、
12
歳
以
上
の
方
に
も
７
月
中
に
接

種
券
が
発
送
さ
れ
て
い
る
が
、
最
新
の
接
種
及
び
予
約
状
況
を

伺
い
た
い
。
ま
た
、
県
内
各
地
で
ク
ラ
ス
タ
ー
等
に
よ
る
感
染

拡
大
が
伝
え
ら
れ
る
が
、
近
隣
市
町
村
と
の
交
流
も
多
い
本
町

に
お
い
て
、
感
染
を
防
ぐ
手
立
て
及
び
感
染
者
が
出
た
場
合
の

対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

接
種
希
望
者
に
は
、
９
月
末
ま
で
に
全
員
接
種
を
す
る
形

で
進
め
て
い
る
。
65
歳
以
上
は
94
％
接
種
が
終
わ
っ
て
い
る
。

12
歳
か
ら
64
歳
は
約
８
割
の
方
が
接
種
、
予
約
が
終
わ
っ
て

い
る
。
た
だ
１０
月
以
降
に
つ
い
て
も
希
望
者
に
は
対
応
で
き

る
体
制
を
と
っ
て
い
る
が
、
１１
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
と
重
な
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
接
種
を
終
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
１１
歳
以
下
の
方
に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等

の
支
援
策
を
国
に
要
望
し
て
い
る
。 

山
脇
孝
彦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室
長 

Ａ 

65
歳
以
上
は
、
94
％
。
64
歳
か
ら
12
歳
ま
で
は
、
57
．

96
％
。
全
体
で
、
70
．
97
％
が
接
種
を
終
え
て
い
る
。
感
染

対
応
策
は
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
を
付
け
る
、
ク
ラ
ス
タ
ー
に
な

る
よ
う
な
場
所
に
行
か
な
い
の
が
一
番
基
本
で
あ
り
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
対
策
だ
。
と
く
し
ま
ア
ラ
ー
ト

の
特
定
警
戒
、
ス
テ
ー
ジⅣ

も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

感
染
者
が
出
た
場
合
、
保
健
所
の
指
導
の
も
と
住
民
に
対
す
る

対
応
を
し
て
い
く
。 

コ
ロ
ナ
感
染
急
拡
大
に
伴
う
校
内
感
染
防
止

の
徹
底
や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境
整
備
が
言

わ
れ
て
い
る
が
、
夏
休
み
明
け
の
学
校
現
場
の

状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て 

Ｑ 

感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株
に
対
応
す
る
た
め
、
従
来
の
感

染
防
止
対
策
に
追
加
さ
れ
た
も
の
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。
仮
に

１
校
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処
方
法
と
、
休
校

時
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
学
校
側

の
対
応
状
況
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。
な
お
、
５
月
に
不
具
合

が
発
生
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
そ
の
後
の
状
況
を
伺
い
た

い
。 

福
多
士
郎
教
育
次
長 

Ａ 

感
染
予
防
対
策
の
徹
底
を
含
め
、
デ
ル
タ
株
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
学
校
長
や
保
護
者
へ
通
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
学
校
内
で
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
手
順
書
を
既

に
学
校
に
配
布
し
て
い
る
の
で
、
学
校
と
の
連
携
を
し
っ
か
り

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ

い
て
は
７
月
末
に
全
て
の
端
末
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
１０
月
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
が
開
始
で
き
る
見
込
み
だ
。 

災
害
に
よ
り
町
道
、
林
道
に
お
い
て
道
路
の
寸

断
が
同
時
多
発
し
た
場
合
の
復
旧
の
優
先
順

位
に
つ
い
て 

Ｑ 

今
年
の
８
月
は
特
に
季
節
外
れ
の
大
雨
に
よ
り
、
土
砂
災

害
や
浸
水
害
が
発
生
し
、
死
者
も
出
た
。
本
町
も
過
去
に
経
験

が
あ
る
が
、
台
風
や
大
雨
に
よ
る
災
害
で
町
道
・
林
道
の
寸
断

が
同
時
多
発
し
た
場
合
の
状
況
把
握
の
手
順
と
、
復
旧
の
優
先

順
位
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

上
田
善
浩
建
設
課
長 

Ａ 

広
範
囲
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
災
害
対
策
本
部
や
徳

島
県
が
管
理
す
る
国
県
道
等
の
情
報
収
集
や
施
設
管
理
者
と

の
連
携
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
復
旧
の
優
先
順
位

に
つ
い
て
は
、
人
命
救
助
や
緊
急
物
資
輸
送
路
の
確
保
な
ど
緊

急
性
を
要
す
る
も
の
や
住
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
る
生
活

道
路
を
優
先
し
て
復
旧
す
る
こ
と
と
な
る
。 

蔭
野
祥
文
林
業
振
興
課
長 

Ａ 

同
時
に
多
く
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
国
、
県
、
関
係

機
関
と
の
情
報
共
有
、
緊
急
性
を
伴
う
路
線
の
判
断
が
重
要
で

あ
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
復
旧
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
生
活
道
と
し
て
活
用
さ

れ
る
林
道
、
迂
回
路
等
、
町
民
の
生
活
に
直
結
す
る
道
が
優
先

と
な
る
。 

 

久
川
治
次
郎
議
員 

残
土
処
理
場
の
監
理
に
つ
い
て 

Ｑ 

残
土
処
理
場
の
監
理
の
現
状
と
今
後
の
設
置
に
つ
い
て
。 

上
田
善
浩
建
設
課
長 

Ａ 

本
町
で
は
町
内
１２
施
設
の
残
土
処
理
場
に
つ
い
て
、
管

理
、
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
８
月
か
ら
は
、
盛
土
箇
所
の

変
状
や
湧
水
等
が
な
い
か
等
の
一
定
の
項
目
に
つ
い
て
盛
土

点
検
票
を
自
主
的
に
作
成
し
、
過
去
の
残
土
処
理
場
も
含
め
て

目
視
に
よ
る
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。 

 

残
土
処
理
場
は
公
共
工
事
を
実
施
す
る
上
で
必
要
不
可
欠

な
施
設
で
あ
り
、
継
続
し
て
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
国

道
改
良
や
河
川
浚
渫
工
事
な
ど
大
型
の
公
共
工
事
が
予
定
さ

れ
る
上
流
域
で
は
規
模
の
大
き
な
残
土
処
理
場
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
国
、
県
と
連
携
し
確
保
に
努
め
た
い
。 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
対
応
に
つ
い
て 

Ｑ 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
対
し
助
成
は
出
来
な
い
の
か
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で

の
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

厚
労
省
と
経
産
省
が
民
間
医
療
機
関
に
委
託
し
て
検
査

キ
ッ
ド
を
購
入
し
検
査
す
る
方
法
で
約
１
万
９００
円
で
検
査
が

で
き
る
。
上
那
賀
病
院
で
は
３
万
な
の
で
、
町
の
支
援
策
と
し

て
臨
時
交
付
金
で
対
応
可
能
と
の
こ
と
な
の
で
、
担
当
課
で
そ

の
内
容
、
金
額
等
に
つ
い
て
ご
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

幾
田
博
行
に
ぎ
わ
い
推
進
課
長 

Ａ 

現
段
階
で
の
案
を
説
明
す
る
と
、
今
回
の
補
助
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
が
補
助
対
象
で
、
抗
体
検
査
・
抗
原
検
査
は
対
象
外
と
し
、

補
助
対
象
者
は
町
内
事
業
者
で
仕
事
上
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
要

な
事
業
者
に
限
る
。
１
回
の
検
査
料
に
対
し
て
５
千
円
を
上
限

と
す
る
。
現
在
要
綱
を
策
定
中
な
の
で
、
要
綱
が
で
き
次
第
、

補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
議
会
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

大
澤
夫
左
二
議
員 

町
内
企
業
の
育
成
に
つ
い
て 

Ｑ 

那
賀
町
の
西
の
玄
関
口
で
あ
る
木
頭
地
区
の
柚
子
産
業

を
中
心
に
、
町
と
し
て
の
支
援
を
通
じ
下
流
域
と
上
流
域
の
農

業
の
特
徴
を
活
か
し
た
育
成
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
地
域
造
り

に
貢
献
し
、
成
功
し
た
企
業
に
対
す
る
町
指
導
者
と
し
て
の
考

え
を
伺
い
た
い
。
ま
た
那
賀
町
は
１
つ
と
い
う
町
民
の
認
識
を

高
め
、
元
気
な
町
を
つ
く
る
た
め
に
は
地
区
の
特
性
を
活
か
し

た
雇
用
の
職
場
、
企
業
を
つ
く
っ
て
こ
そ
那
賀
町
の
抱
え
る
全

て
の
政
策
に
通
じ
る
と
考
え
る
の
で
、
発
展
的
な
答
弁
を
期
待

す
る
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

企
業
誘
致
も
重
要
で
あ
る
が
、
現
在
の
町
内
企
業
を
育
成

し
て
い
く
こ
と
は
雇
用
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
も
支
援
策
を
講
じ
て
き
た
が
、
今
後
に
お
い

て
も
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
希
望
に
沿
う
よ
う
対
応
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

那賀町議会：ホームページアドレス 

http://www.town.tokushima-naka.lg.
jp/gikai/ 

那
賀
町
議
会
か
ら 

お
知
ら
せ

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

 

 

令
和
３
年
９
月
定
例
会
議 

一
般
質
問
か
ら 

主
な
質
問
と
こ
れ
に
対
す
る
長
や
関
係
課
等
の 

答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

一
般
質
問
を
す
ぐ
に
視
聴
し
た
い
方
は
、
議
会
中
継 

 
 
 

ま
た
は
議
会
後
に
放
送
さ
れ
る
録
画
放
送
を 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 



連
記
か
よ
子
議
員 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
令
和
２
年
度
の
決
算
に

つ
い
て 

Ｑ 

財
政
状
況
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
。 

今
後
、
感
染
拡
大
に
伴
う
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。 

葛
木
幸
男
総
務
課
長 

Ａ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
症
関
連
事
業
の
追
加
に
よ
り
、

大
規
模
事
業
完
了
に
伴
う
減
少
分
が
相
殺
さ
れ
た
決
算
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
感
染
症
対
策
事
業
に
は
満
額
に
近
い
国
庫
補

助
金
が
充
当
さ
れ
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
例
年
並
み
で
あ
る
。

繰
越
し
を
し
て
い
る
感
染
症
対
策
事
業
及
び
追
加
交
付
さ
れ

る
事
業
者
支
援
分
の
交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
財
政
運
営
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。 

普
通
建
設
事
業
等
の
繰
越
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て 

Ｑ 

原
因
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
。 

上
田
善
浩
建
設
課
長 

Ａ 

繰
越
事
業
が
発
生
す
る
要
因
と
し
て
は
、
年
度
途
中
の
経

済
対
策
に
よ
る
予
算
の
積
み
上
が
り
や
施
工
計
画
の
検
討
、
他

機
関
と
の
協
議
な
ど
に
よ
る
停
滞
に
よ
り
事
業
発
注
が
遅
れ

る
場
合
や
事
業
者
の
技
術
者
や
作
業
員
の
高
齢
化
に
よ
る
作

業
班
数
の
減
少
な
ど
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後

の
対
策
と
し
て
、
発
注
時
期
の
見
直
し
や
発
注
方
法
を
工
夫
す

る
こ
と
に
よ
り
適
正
な
事
業
執
行
に
努
め
た
い
。 

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
の
対
応
と
取

り
組
み
に
つ
い
て 

Ｑ 

「
人
に
優
し
い
」「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
デ
ジ
タ
ル

社
会
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
に
よ
っ
て
、
町
の
業
務
負
担
が
増
え
る
懸
念
が
あ
る

が
、
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。 

西
村
俊
克
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
課
長 

Ａ 

例
を
挙
げ
る
と
、
役
場
へ
来
庁
す
る
こ
と
な
く
ス
マ
ホ
で

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
可
能
と
す
る
一
方
、
デ
ジ
タ
ル
を
使
え
な

い
高
齢
者
の
方
に
は
窓
口
対
応
を
手
厚
く
す
る
、
と
い
う
よ
う

な
社
会
の
あ
り
方
。
本
町
で
は
既
に
住
民
基
本
台
帳
、
税
等
の

シ
ス
テ
ム
を
石
井
町
他
と
４
町
共
同
で
標
準
化
し
て
お
り
、
そ

の
経
験
も
踏
ま
え
比
較
的
円
滑
に
対
応
可
能
と
考
え
て
い
る
。 

 

柏
木
岳
議
員 

総
合
体
育
館
整
備
後
、
向
こ
う
30
年
に
渡
っ
て

の
利
用
頻
度
に
つ
い
て 

Ｑ 

15
～
20
億
に
上
る
可
能
性
が
あ
る
新
体
育
館
の
検
討
委

員
会
に
提
出
さ
れ
た
利
用
計
画
は
重
い
。
こ
れ
に
沿
っ
て
向
こ

う
30
年
以
上
、
利
用
者
推
移
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

事
業
を
成
功
さ
せ
る
覚
悟
は
あ
る
の
か
。
既
存
の
Ｂ
＆
Ｇ
体
育

館
の
利
用
者
を
食
う
だ
け
と
は
な
ら
な
い
よ
う
に
願
い
た
い
。 

福
多
士
郎
教
育
次
長 

Ａ 

総
合
体
育
館
完
成
後
に
お
い
て
、｢

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち｣

宣

言
を
行
い
、
利
用
計
画
に
基
づ
い
た
様
々
な
取
り
組
み
を
推
進

し
な
が
ら
利
用
者
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 

「
補
助
金
」
は
公
務
に
よ
る
政
策
行
為
で
あ

る
。
補
助
金
継
続
の
是
否
に
つ
い
て 

Ｑ 

社
協
が
参
画
す
る
介
護
保
険
分
野
は
、
現
状
大
幅
赤
字
で

あ
る
が
、
民
間
の
自
助
努
力
に
よ
り
採
算
転
換
可
能
分
野
で
あ

る
。
こ
の
分
野
に
い
つ
ま
で
も
１
千
万
円
を
超
え
る
補
助
金
が

必
要
な
の
か
。
社
協
に
事
業
継
続
を
考
え
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
補
助
金
継
続
の
是
非
を
行
政
自
ら
が
判
断
す
る
べ
き
。 

池
田
繁
人
保
健
医
療
福
祉
課
長 

Ａ 

同
種
の
事
業
を
し
た
い
民
間
が
出
て
き
て
、
公
が
軌
道
に

乗
っ
て
い
る
事
業
を
廃
止
し
民
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
は
、
引
き

継
い
だ
後
の
計
画
等
が
で
き
て
い
て
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る

町
民
に
不
利
益
が
起
こ
ら
な
い
な
ら
、
過
去
に
事
例
も
あ
る
の

で
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
怖
い
の
は
、
や
り
か
け
た
が
採
算
が

合
わ
な
い
か
ら
と
す
ぐ
に
撤
退
す
る
こ
と
。
た
だ
町
持
ち
出
し

の
１
千
万
円
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
採
算
性
だ
け
で
な
く
町

民
に
対
し
て
の
不
利
益
も
考
え
な
が
ら
、
妥
当
性
を
検
証
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。 

未
来
の
介
護
保
険
料
高
騰
を
抑
制
す
る
効
果

的
施
策
に
つ
い
て 

Ｑ 

６
月
議
会
で
介
護
保
険
料
高
騰
抑
制
の
た
め
の
私
案
を

示
し
た
が
、
一
般
財
源
繰
入
以
外
の
方
法
で
対
案
を
示
し
て
ほ

し
い
。
※
注 

６
月
に
示
し
た
私
案
に
つ
い
て
「
町
内
の
介
護

施
設
に
他
地
区
か
ら
の
入
居
す
る
と
１
人
に
つ
き
１００
万
円
交

付
税
が
増
加
す
る
。
増
加
分
を
介
護
保
険
会
計
に
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
下
げ
て
は
ど
う
か
」 

峯
田
繁
廣
副
町
長 

Ａ 

提
案
さ
れ
た
介
護
保
険
会
計
へ
一
般
財
源
を
繰
入
れ
て

現
在
の
介
護
保
険
料
を
減
額
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
は

考
え
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
提
案
の
基
と
な
っ
て
い
る
町
外
の

要
介
護
者
の
町
内
へ
の
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
な
い
。 

 

株
田
茂
議
員 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て 

Ｑ 

普
及
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
町
内
の
交
付
率
、
町
職
員
の

保
有
率
は
ど
う
か
。
今
後
、
い
か
に
進
め
て
い
く
の
か
。 

武
田
卓
士
住
民
課
長 

Ａ 

町
内
の
交
付
率
は
８
月
末
３３
．
７
％
。
町
職
員
の
保
有
率

は
、
３
月
末
６８
．
５
％
。
今
後
、
広
報
等
で
の
周
知
、
申
請
の

勧
誘
、
写
真
撮
影
サ
ポ
ー
ト
、
受
付
時
間
の
延
長
、
事
業
所
へ

の
出
張
申
請
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

国
道
１
９
５
号
線
に
つ
い
て 

Ｑ 
(

仮
称)

白
瀬
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
取
り
掛
か
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
国
道
１
９
５
号
線
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
ま
だ
危
険
な
箇
所
が
あ
る
。
下
御
所
谷
第
二
ト
ン
ネ

ル
や
長
安
橋
入
口
、
長
安
１
号
ト
ン
ネ
ル
等
、
ま
た
降
雨
予
想

２００
㎜
で
小
浜
か
ら
県
境
ま
で
が
全
面
通
行
止
め
と
な
る
な
ど
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。 

上
田
善
浩
建
設
課
長 

Ａ 

道
路
管
理
者
で
あ
る
徳
島
県
に
対
し
「
国
道
１９５
号
改
良

促
進
期
成
同
盟
会
」
を
通
じ
て
要
望
活
動
を
行
い
た
い
。
ま
た
、

異
常
降
雨
時
の
交
通
規
制
に
つ
い
て
は
、
統
一
し
た
基
準
に
よ

り
徳
島
県
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
急
峻
な
斜
面
を
有
す
る
本

町
の
場
合
、
道
路
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
や
む
を
得

な
い
と
考
え
る
。 

林
業
施
策
に
つ
い
て 

Ｑ 

今
後
の
木
材
需
要
の
動
向
は
、
Ａ
級
材
よ
り
も
Ｃ
、
Ｄ
級

材
に
向
か
っ
て
お
り
、
更
な
る
搬
出
経
費
の
削
減
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
今
後
百
年
を
考
え
た
場
合
、
山
林
所
有
者
の
意
向

も
あ
ろ
う
が
、
町
内
山
林
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
て
作
業
の
効
率
が

図
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。 

橋
本
浩
志
副
町
長 

Ａ 

ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
国
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
き

た
が
、
分
か
り
に
く
い
部
分
も
あ
っ
た
。
「
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
」
が
導
入
さ
れ
、
市
町
村
が
所
有
者
の
意
向
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
も
踏
ま
え
森
林
環
境
譲
与
税
も
活
用

し
、
施
業
の
効
率
化
、
森
林
の
適
正
管
理
な
ど
那
賀
町
の
森
林

を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。 

 

焏
原
廣
幸
議
員 

町
営
住
宅
長
寿
命
化
事
業
に
つ
い
て 

Ｑ 

①
現
在
の
町
営
住
宅
数
と
空
き
家
件
数
。
②
建
替
や
改

善
、
廃
止
が
予
定
さ
れ
て
い
る
件
数
。
③
住
宅
に
お
け
る
水
洗

ト
イ
レ
化
率
。
④
く
み
と
り
か
ら
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
修
は
出

来
る
の
か
。
⑤
空
き
家
を
町
営
住
宅
化
し
て
は
ど
う
な
の
か
。 

武
田
卓
士
住
民
課
長 

Ａ 

① 

住
宅
戸
数
３３３
戸
。
空
室
４６
戸
。
② 

建
替
１０
戸
、
改

善
、
修
繕
２９５
戸
、
廃
止
２８
戸
。
③ 

水
洗
化
率
８０
％
。
④ 

ほ

と
ん
ど
の
住
宅
で
耐
用
年
限
を
超
え
て
い
て
、
工
事
費
を
考
え

る
と
、
水
洗
化
は
難
し
い
。
⑤ 

物
件
が
良
質
で
あ
れ
ば
検
討

で
き
る
。 

 



 

新
居
敏
弘
議
員 

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
境
界
層
措
置
に
つ

い
て 

Ｑ 

介
護
保
険
制
度
の
中
で
、
介
護
保
険
料
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
料
を
払
う
と
生
活
費
が
足
り
な
く
な
り
生
活
保
護
が

必
要
に
な
る
境
界
層
該
当
者
に
対
し
、
保
険
料
や
利
用
料
を
減

額
す
る
制
度
が
あ
る
が
、
那
賀
町
に
お
い
て
、
そ
の
該
当
者
は

何
人
い
る
か
。
ま
た
、
周
知
は
さ
れ
て
い
る
か
。 

池
田
繁
人
保
健
医
療
福
祉
課
長 

Ａ 

過
去
に
保
護
廃
止
の
時
に
１
名
だ
け
証
明
書
を
発
行
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
令
和
２
年
度
の
生
活
保
護
の
状
況
に
お
い

て
実
施
者
は
い
な
い
。
今
後
境
界
層
措
置
に
つ
い
て
は
、
生
活

困
窮
の
た
め
の
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
利
用
者
に
対
し
て
、
県
民
局
と
の
連
携
を
取
り
つ
つ
今
後
に

つ
い
て
制
度
の
周
知
を
し
て
い
き
た
い
。 

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て 

Ｑ 

米
価
の
低
迷
・
下
落
や
高
齢
化
な
ど
で
米
作
を
止
め
る
な

ど
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
。
町
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で

「
新
た
な
担
い
手
の
確
保
が
急
務
」
「
農
業
で
安
定
的
な
生
活

が
担
保
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
」
「
中
心
経
営
体
へ
の
農

地
の
集
約
化
」
等
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
耕
作
放
棄
地
の
進
行

状
況
や
具
体
的
な
対
策
状
況
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

後
藤
交
峰
農
業
振
興
課
長 

Ａ 

那
賀
町
の
農
地
面
積
７２０

ha
の
内
６９

ha
が
耕
作
放
棄
地

と
な
っ
て
い
る
。
対
策
と
し
て
担
い
手
の
中
心
経
営
体
に
農
地

の
集
約
を
行
う
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
や
多

面
的
機
能
支
払
制
度
等
国
の
制
度
活
用
で
の
農
地
保
全
を
行

い
、
経
営
体
に
つ
い
て
は
各
種
制
度
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

 


